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われわれは、「多足類(=唇脚綱十倍脚綱+少脚綱+結合綱)Jおよび節足動物のグラウンドプラン・系統進化・

高次系統の再構築を目指し、多足類の中で最も系統学的議論の定まらない唇脚類の発生学的研究を、オオムカデ

目のセスジアカムカデScolopo仰 >ttopsrubiginosus L. Kochを材料に行ってきた。そして、その匹帯形成過程におい

て、鉄角類で知られている cumulusposteriorまたは cumulusprimitivus (e. g.， Holm， 1952; Sekiguchi， 1973)と

呼ばれるものに挙動が酷似する構造が出現することを、外部観察により確認した (Sakumaand Machida， 2002)。

今回、そのセスジアカムカデの“cumulusposterior"様構造を組織学的に観察したので、その結果を報告する。

結果と考察

セスジアカムカデの産卵後8日目卵では、脹盤葉腹面の一部の領域における細胞増殖により、卵表に円盤状の

細胞塊が出現する o この細胞塊がすなわち“cumulusposterior"様構造である (cf.Sakuma and Machida， 2002)。

細胞塊の領域は、直径約 250μmと外部観察像にくらべかなり拡がっていること、また細胞塊は、卵黄内へ約

50μmと深く入り込んでいることが確認される (Fig.1)。産卵後9日目になると、引き続く細胞増殖により細胞

数が増加し、細胞塊の直径は約 300μm、厚さも約 100μmと増加する (Fig.2)。産卵後10日目になると、細胞塊

に接して脹帯が出現する (cf.Sakuma and Machida， 2002)。この段階になると、細胞塊およびその前方の領域で脹

盤葉が肥厚し(外目玉葉)、肱帯に相当する領域の背面には、中佐葉と思われる細胞層がすでに広がっている (Fig.

3A)。まもなく、脹帯のすぐ後方に位置している細胞塊は、その直径が約 150μm、厚さも約 50μmと縮小、細胞

数も減少し始める (Fig.3B)。産卵後11-12日になると、目玉帯の伸長に伴い、前方から体節が出現する一方で、細

胞塊が脹帯後端より後方(または背方)に離れていく (Fig.4)(cf. Silkuma and Machida， 2002)。ほほ全ての体節

が分化する産卵後13日日になると、外部観察像では細胞塊を確認できなくなる (cf.Sakuma and Machida， 2002) 0 

しかしながら、切片f象では、細胞塊に由来すると思われる細胞が、 Figure4の状態にくらべさらに後方(背方)

へ離れた、医帯の前端と後端の間の領域に、内匪葉細胞(卵黄細胞)とともに、広範囲に散在しているのがわか

る (Fig.5)。しかし、これらも、姿勢転換が起こるまでには、完全に退化・消失する O

今回の組織学的観察から、セスジアカムカデの細胞塊すなわち“cumulusposterior"様構造に関して、つぎの

ようなことが明らかになった。すなわち、 1)形成後しばらく発達した後、細胞塊は縮小、その細胞数も減少す

る;また、 2)外部観察像からは細胞塊の存在を確認できなくなる産卵後 13日妊においても、医帯の後端と前端

の聞の、将来目玉の背側に分化する領域に、当該細胞塊に由来した細胞が広がって存在する;そして、その後、 3)

姿勢転換の前に完全に消失すること、である。

Sakuma and Machida (2002)はセスアカジムカデの当該構造と鋲角類の cumulusposteriorを、Jlf後端から後方

へ移動し消失するという類似点をもとに関連づけた (e.g.， Holm， 1952; Sekiguchi， 1973)。今回のセスジアカム

カデの当該構造に関する組織学的研究結果は、鉄角類の cumulusposteriorとの関連づけを直接に支持するもので

キAbstractof paper read at the 38th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， July 5-6， 2002 (Sugadaira， 
Nag同no).
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Figures 1-5 
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はない。しかし、この鉄角類に属するクモ類のcumulusposterior由来の細胞は、後部の中腸上皮形成に参加する、

すなわち内匹葉細胞である (Holm，1952) と同時に、背部域の誘導および形成においても重要な役割を果たすと

いう (Holm，1952; Akiyama-Oda and Oda， 2003)。この点に関して、なんら明確な示唆とはならないが、今回のセ

スジアカムカデの“cumulusposterior"様構造が将来の背部域に移動、そこに内肱葉細胞とともに広がり、やが

て消失するとの知見は、今後の当該構造と欽角類の cumulusposteriorとの比較において、十分に考慮すべきもの

となるのかもしれない。
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Figs. 1-5 Sagittal sections of Scol柳町ptops叩 b紗wsusembryos， 8 to 13 days after oviposition (a. 0ふArrowsshow 

the cellular mass. 

Fig. 1 Eight-day a. o. embryo. A cel1ular mass is formed. 

Fig. 2 Nine-day a. o. embryo. The cellular mass grows with the proliferation of cells. 

Fig. 3 Ten-day a. o. embryo. A. The ectodermal area anterior to the cellular mass is thickened， to form the germ band， 

of which dorsal side is lined with a mesodermal layer α~e). B. Enlargement of cellular mass. Cells of the 

cellular mass decrease in number， and the cellular mass itself is reduced in size. 

Fig. 4 Twelve-day a. o. embryo. The cellular mass is further reduced in size. 

Fig. 5 Thirteen-day a. o. embryo， dorsal part. Cells derived from the cellular mass are scattered on the dorsal side of 

ectoderm (arrowheads)， together with the endodermal cells (=yolk cells) (YC). 

Bl: blastoderm， Ch: chorion， Ec: ectoderm. Scales = 100μm 




